
公益財団法人 リバーフロント研究所 
（旧 財団法人 リバーフロント整備センター） 

Ⅰ 法人の概要（平成 24 年 4 月 1 日現在）

1 所 在 地    東京都中央区新川 1 丁目 17 番 24 号 新川中央ビル 7階 

2 設 立 年 月 日    昭和 62 年 9 月 1 日 

3 代 表 者    代表理事 竹村 公太郎 

4 基 本 財 産    542,300 千円 

5 北九州市の出捐金    10,000 千円（出捐の割合 1.8％） 

6 役 職 員 数    ・役員数     14 人 

                  うち常勤    1 人（うち北九州市からの派遣職員 0 人） 

                  うち非常勤  13 人 

                ・職員数     32 人（うち北九州市からの派遣職員 0 人） 

Ⅱ 平成 23 年度事業実績

公益財団法人リバーフロント研究所は、自律して活力ある持続可能な社会の再構築に資するため、常

に将来の社会のニーズを先取りし、気候変動、資源の逼迫、自然環境の悪化など世界的にも地域的にも

問題となっている水や水辺に関する諸課題について、多様な分野の学識者と連携して未解明、学際的、

先端的な技術、施策、制度の調査研究、技術開発（以下、「研究等」という）に取り組み、その成果は今

後の社会を支える法制、制度等の制定、改定の技術的基盤となることを目指して活動している。 

平成 23 年度は、環境・生態系の機構解明、気候変動等の環境・生態系、まちづくり等への影響、流域

水循環系管理、物質循環系、しなやかで強靭なまちづくり、活力あるまちづくり、生態系サービス機能

を保全・再生・増進する計画、管理手法、自然環境の保全・再生、外来種対策、意識共有・合意形成の

円滑化に関する研究等を重点的に実施した。これらの研究等の成果を全国の技術者等へ普及するため、

講習会、研修等を実施した他、河川技術者の参考に供する技術書及び一般市民の河川への関心を高める

啓蒙書の出版を行った。 

多自然サポートセンター及び海岸情報ステーションを活用し、多自然川づくりや海岸環境等に係る研

究成果、技術情報等の普及広報に努めた。 

定期刊行物である機関誌「RIVER FRONT」を引き続き出版した。 

海外からの講師による講演会開催等を通じて諸外国の水辺環境に関する諸施策の情報収集を行うとと

もに、インターネット、講演会発表、調査団等の受入れ、ARRN/JRRN の活動等により、研究成果に関す

る情報を発信した。 

1 環境・生態系の基本的課題に関する研究等 

河川、海岸等の水辺に係わる環境に関し、生態系、生物多様性と物理環境の関係、保全・再生のた

めの環境目標、気候変動のもたらす影響と対応のあり方、生態系サービスの分析・評価など、環境・

生態系の基本的課題に関する研究等を行った。 

2 持続可能で活力ある流域社会の形成に向けた研究等 

気候変動等地球規模の課題に対処し、低炭素社会、しなやかで強靭な流域、生態系サービスを享受

する社会の再構築に向け、持続可能で活力ある流域社会の形成を目指した研究等を行った。 

3 意識共有、合意形成の円滑化に向けた研究等 



河川、海岸等の水辺に係る諸課題は、多様な経験、立場の流域住民がステークホルダーであり、ま

た、水文、気象、土木、地質、生物、まちづくり、景観、文化、歴史、地域振興等、多様な分野が関

わる課題である。関係者が認識を共有し、円滑な合意形成に資する、「見える化」に関する研究等を

行った。 

4 刊行物の出版等 

・機関誌「ＲＩＶＥＲＦＲＯＮＴ」（年 3 回刊行） 

71 号 特集「自然再生（河原再生）」A4 版 40 頁 

72 号 特集「世界の河川・流域再生」 A4 版 24 頁 

73 号 特集「多自然川づくり」 A4 版 40 頁 

水辺空間の健全な利用の促進のため、（財）日本宝くじ協会の社会貢献広報事業による助成を得て、

水辺に関する一般向け冊子等、4 種を出版し、学校や図書館、市民団体、自治体等に配布した。 

・冊子等の刊行 

①『川を知り、川と暮らすために 知水読本』 A5 版 95 頁 

②『水辺をつたえる 水辺でつながる（平成 22 年度「水辺を活かす」活動事例集）』A4版 87 頁 

③『誰でもわかる外来種対策 ～河川を事例として～』 A5 版 136 頁 

④『河川内に生育する樹木について（樹種と分布の地域的傾向）』A4 版 62 頁 

Ⅲ 平成23年度決算 

1 貸借対照表 

                 平成 24 年 3 月 31 日現在(単位：円) 

科    目 当 年 度 前 年 度 増  減 

Ⅰ 資産の部 
1 流 動 資 産 

現 金 預 金 22,496,030 29,383,145 ▲ 6,887,115
完 成 薬 務 未 収 入 金 514,040,404 472,677,706 41,362,698
貯 蔵 品 516,005 472,075 43,930
未 収 金 3,660 338,370 ▲ 334,710
前 払 費 用 0 1,062,010 ▲ 1,062,010
未 収 還 付 法 人 税 等 0 1,958,900 ▲ 1,958,900
未 収 消 費 税 等 0 3,446,300 ▲ 3,446,300

流 動 資 産 合 計 537,056,099 509,338,506 27,717,593

2 固 定 資 産 
⑴ 基 本 財 産 

投 資 有 価 証 券 542,300,000 542,300,000 0

基 本 財 産 合 計 542,300,000 542,300,000 0

⑵ 特 定 資 産 
研 究 開 発 積 立 資 産 1,057,700,000 1,107,700,000 ▲ 50,000,000
退 職 給 付 引 当 資 産 41,958,900 40,151,900 1,807,000

特 定 資 産 合 計 1,099,658,900 1,147,851,900 ▲ 48,193,000

⑶ その他固定資産 
建 物 15,772,644 18,270,603 ▲ 2,497,959
什 器 備 品 4,955,730 10,946,861 ▲ 5,991,131
リ ー ス 資 産 3,220,934 5,985,118 ▲ 2,764,184
ソ フ ト ウ ェ ア 430,996 403,927 27,069
電 話 加 入 権 1,374,400 1,374,400 0
敷 金 45,514,794 45,914,094 ▲ 399,300

そ の 他 固 定 資 産 合 計 71,269,498 82,895,003 ▲ 11,625,505

固 定 資 産 合 計 1,713,228,398 1,773,046,903 ▲ 59,818,505

資 産 合 計 2,250,284,497 2,282,385,409 ▲ 32,100,912

Ⅱ 負債の部



1 流 動 負 債 
業 務 未 払 金 141,498,000 139,484,100 2,013,900
短 期 借 入 金 217,460,099 182,368,219 35,091,880
短 期 リ ー ス 債 務 2,846,815 2,737,793 109,022
未 払 金 10,827,551 7,813,383 3,014,168
預 り 金 4,110,728 3,497,608 613,120
賞 与 引 当 金 8,439,000 9,455,000 ▲ 1,016,000
未 払 法 人 税 等 70,000 70,000 0
未 払 消 費 税 等 3,862,900 0 3,862,900

流 動 負 債 合 計 389,115,093 345,426,103 43,688,990

2 固 定 負 債 
長 期 リ ー ス 債 務 730,437 3,577,252 ▲ 2,846,815
退 職 給 付 引 当 金 41,958,900 40,151,900 1,807,000

固 定 負 債 合 計 42,689,337 43,729,152 ▲ 1,039,815

負 債 合 計 431,804,430 389,155,255 42,649,175

Ⅲ 正味財産の部
1 指 定 正 味 財 産 0 0 0
2 一 般 正 味 財 産 1,818,480,067 1,893,230,154 ▲ 74,750,087

（ う ち 基 本 財 産 へ の 充 当 額 ） ( 542,300,000) ( 542,300,000) (       0)
（ う ち 特 定 資 産 へ の 充 当 額 ） (1,057,700,000) (1,107,700,000) (  ▲ 50,000,000)

正 味 財 産 合 計 1,818,480,067 1,893,230,154 ▲ 74,750,087

負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 2,250,284,497 2,282,385,409 ▲ 32,100,912

2 正味財産増減計算書                     自 平成23年4月1日 

  至 平成24年3月31日 (単位：円) 

科     目 当 年 度 前 年 度 増  減 

Ⅰ 一般正味財産増減の部
1 経 常 増 減 の 部 
⑴ 経 常 収 益 

① 基本財産運用益 
基 本 財 産 受 取 利 息 378,401 5,794,608 ▲ 5,416,207

② 研究開発積立資産運用益 
研 究 開 発 積 立 資 産 受 取 利 息 830,271 4,055,971 ▲ 3,225,700

③ 事 業 収 益 
調 査 研 究 事 業 収 益 546,045,700 567,010,700 ▲ 10,965,000

④ 補 助 金 等 
民 間 助 成 金 16,000,000 51,500,000 ▲ 35,500,000

⑤ 雑 収 益 1,274,663 2,235,740 ▲ 961,077
受 取 利 息 5,365 80,298 ▲ 74,933
雑 収 益 1,269,298 2,155,442 ▲ 886,144

経 常 収 益 計 564,529,035 620,597,019 ▲ 56,067,984

⑵ 経 常 費 用 
① 事 業 費 572,751,304 769,506,063 ▲ 196,754,759

調 査 研 究 事 業 費 447,829,542 564,258,647 ▲ 116,429,105
研 究 開 発 ・ 広 報 費 124,921,762 175,322,416 ▲ 50,400,654
水 辺 施 設 等 建 設 費 0 29,925,000 ▲ 29,925,000

② 管 理 費 66,127,714 88,129,680 ▲ 22,001,966
人 件 費 41,596,098 64,089,434 ▲ 22,493,336
管 理 諸 費 24,531,616 24,040,246 491,370

経 常 費 用 計 638,879,018 857,635,743 ▲ 218,756,725

当 期 経 常 増 減 額 ▲ 74,349,983 ▲ 237,038,724 162,688,741

2 経常外増減の部 
⑴ 経 常 外 収 益 

① 貸倒引当金戻入額 0 3,753,713 ▲ 3,753,713

経 常 外 収 益 計 0 3,753,713 ▲ 3,753,713

⑵ 経常外費用 
① 固定資産廃棄損 

什 器 備 品 等 廃 棄 損 330,104 0 330,104

経 常 外 費 用 計 330,104 0 330,104

当 期 経 常 外 増 減 額 ▲ 330,104 3,753,713 ▲ 4,083,817



税 引 前 当 期 一 般 正 味 財 産 増 減 額 ▲ 74,680,087 ▲ 233,285,011 158,604,924

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 70,000 70,000 0

法 人 税 等 還 付 額 0 2,283,100 ▲ 2,283,100

法 人 税 等 調 整 額 0 0 0

税 引 後 当 期 一 般 正 味 財 産 増 減 額 ▲ 74,750,087 ▲ 231,071,911 156,321,824

一 般 正 味 財 産 期 首 残 高 1,893,230,154 2,124,302,065 ▲ 231,071,911

一 般 正 味 財 産 期 末 残 高 1,818,480,067 1,893,230,154 ▲ 74,750,087

Ⅱ 指定正味財産増減の部

当 期 指 定 正 味 財 産 増 減 額 0 0 0

指 定 正 味 財 産 期 首 残 高 0 0 0

指 定 正 味 財 産 期 末 残 高 0 0 0

Ⅲ 正味財産期末残高 1,818,480,067 1,893,230,154 ▲ 74,750,087

Ⅳ 平成24年度事業計画

リバーフロント研究所は、平成 24 年 4 月より公益財団法人として新たな組織体制となった。自律して

活力ある持続可能な社会の再構築に資するため、常に将来の社会のニーズを先取りし、気候変動、資源

の逼迫、自然環境の悪化など世界的にも地域的にも問題となっている水や水辺に関する諸課題について、

多様な分野の学識者と連携して未解明、学際的、先端的な技術、施策、制度の調査研究、技術開発（以

下、「研究等」という）に取り組み、その成果は今後の社会を支える法制、制度等の制定、改定の技術的

基盤となることを目指す。 

具体的には、低炭素社会、しなやかで強靭な流域、生態系サービスを享受する社会の再構築に向け、

河川、海岸等の水辺、流域水循環系に関し、環境・生態系の基本的課題の解明、持続可能で活力ある流

域社会の形成、関係者の意識共有・合意形成などの諸課題に取り組むこととし、平成 24 年度は以下の研

究等を重点的に行う。 

研究等は、施策、制度等を通じて我が国の社会基盤の充実、国民生活の向上に貢献するとともに、水

や水辺に関する様々な団体等活動や諸外国の抱える水に関する課題の解決に寄与するべく幅広い活動を

目指す。 



Ⅴ 平成 24 年度予算

1 収支予算書                        自平成 24 年 4 月 1 日 

        至平成 25 年 3 月 31 日 (単位：円)  

科   目 当 年 度 前 年 度 増  減 

Ⅰ 一般正味財産増減の部
1 経 常 増 減 の 部 
⑴ 経 常 収 益 

① 基本財産運用益 
基 本 財 産 受 取 利 息 3,600,000

② 研究開発積立資産運用益 
研 究 開 発 積 立 資 産 受 取 利 息 4,500,000

③ 事業収益 
調 査 研 究 事 業 収 益 600,000,000

④ 補助金等 
民 間 助 成 金 15,000,000

⑤ 賞与引当金戻入額 
賞 与 引 当 金 戻 入 額 8,439,000

⑥ 雑収益 
雑 収 益 1,459,000

経 常 収 益 計 632,998,000

⑵ 経 常 費 用 
① 事 業 費 

調 査 研 究 事 業 費 443,868,092
研 究 開 発 ・ 技 術 普 及 費 123,866,908

② 管 理 費 
管 理 費 65,307,000

経 常 費 用 計 633,042,000

当 期 経 常 増 減 額 ▲ 44,000

2 経常外増減の部 
⑴ 経 常 外 収 益 

経 常 外 収 益 計 0

⑵ 経 常 外 費 用 

経 常 外 費 用 計 0

当 期 経 常 外 増 減 額 0

当 期 一 般 正 味 財 産 増 減 額 ▲ 44,000

一 般 正 味 財 産 期 首 残 高 1,818,480,067

一 般 正 味 財 産 期 末 残 高 1,818,436,067

Ⅱ 指定正味財産増減の部

当 期 指 定 正 味 財 産 増 減 額 0

指 定 正 味 財 産 期 首 残 高 0

指 定 正 味 財 産 期 末 残 高 0

Ⅲ 正味財産期末残高 1,818,436,067

Ⅵ 役 員 名 簿

平成 24 年 7 月 1 日現在 

役職名 氏 名 所  属 

代表理事（常 勤） 竹  村  公 太 郎 公益財団法人リバーフロント研究所 

理  事（非常勤） 見  城  美 枝 子 青森大学教授 

〃  （ 〃 ） 土 屋 信 行 公益財団法人えどがわ環境財団理事長 

〃  （ 〃 ） 二 島 次 郎 桜美林大学名誉教授 

〃  （ 〃 ） 宮 村  忠 関東学院大学名誉教授 

監  事（非常勤） 古 川 巖 水 京葉臨海鉄道（株）代表取締役専務 

〃  （ 〃 ） 緑 川  光 税理士 




